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複雑な三次元構造を持つ有限幅のバックステップを過ぎる極超音速流れ場の構造について風洞実験を行った。感

圧塗料(PSP)を吸着させた多孔質のマイクロカプセルを用い、バックステップ下流の底面に塗布する新しい感圧塗
料法を開発して用いた。模型は図１で示されるように、全長 100mm、全幅 50mm で、模型の前縁から 40mm の位
置に深さ 10mmのステップが設置されている。気流マッハ数は７、P0は 950kPa、T0は 550〜650Kである。PSPに
よる壁面圧力の可視化から後縁近くで左右一対の圧力ピークが出現することを見出した（図２）。サーマルビデオ

の画面（図３）においても、表面温度についても同様なピーク構造が見られた。油膜法による表面近傍の流れの可

視化から、模型の両側面からステップ背後への流れ込みが左右一対の縦渦を形成し、それが壁面圧力のピークを形

成していることが分かった。 
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